
重点目標
指標 目標 ベース 現状

がんの年齢調整死亡率
（75歳未満、人口10万人対）
（10年以内）

10％減少 71.1 60.1 人口動態統計

がん検診受診率 50% 50.9% 48.0% 県独自調査

成人喫煙率（R4年まで） 12% 20.9% 12.8% 県民健康・栄養調査

胃がん 81.4% 84.3%

肺がん 76.0% 71.0%

大腸がん 71.6% 69.3%

子宮頸がん 76.1% 80.9%

乳がん 90.4% 92.8%

個別目標
がん予防（1次予防）

指標 目標 ベース 現状

成人喫煙率の減少
12％

男性20.6％
女性3.5％

20.9％
男性35.9％
女性8.2％

12.8％
男性21.7％
女性5.5％

県民健康・栄養調査

20～29歳喫煙率の減少
男30.0％
女性6.0％

男性45.5％
(全国30.7％)
女性14.8％
（全国6.3％）

男性18.9％
女性4.5％

県民健康・栄養調査

未成年者（12～19歳）の喫煙率 0% 1.6% ー 県独自調査

妊産婦の喫煙率 0% 妊娠中2.0％ 1.5% 健やか親子21に基づく調査

官公庁内での建物内禁煙を実施している
割合

100％実施
実施
県・11市町
未実施　6市町

100% 県独自調査

医療機関での建物内禁煙を実施している
割合

100％実施
86.9％
実施820施設

100.0% 医療機能調査

受動喫煙の機会を有する者の割合の減少
（家庭・職場・飲食店）

家庭0％
職場0％
飲食店15％

家庭10.5％
職場31.8％
飲食店38.2％

家庭5.2％
職場16.7％
飲食店13.9％

健やか親子21に基づく調査

教育関係者との一層の連携を図り、児童生
徒・保護者に対してがんに関する教育・啓
発を実施

小中高等学校
の児童生徒を
対象に教育の
機会を確保（出
前教室の実施）

ー 5校 福井県調べ

各がん毎に精密検査受診率90％

地域保健・健康増
進事業報告90%

第３次
（H30～R5） 出典

第３次福井県がん対策推進計画　目標達成状況
※ベースは第３次計画策定時
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がん予防（1次予防）

指標 目標 ベース 現状

食塩摂取量（成人）の減少
男性8.0g未満
女性7.0g未満

男性10.5ｇ
女性9.1g

男性11.9ｇ
女性9.9ｇ

県民健康・栄養調査

野菜摂取量（成人）の増加 350g 272.8g 248.9g 県民健康・栄養調査

日常生活における歩数の増加（20～64
歳）

男性8,700歩
女性7,800歩

男性7,703歩
女性6,805歩

男性6,821歩
女性5,398歩

県民健康・栄養調査

運動習慣の割合の増加（20～64歳）
男性30％
女性30％

男性17.8％
女性18.6％

男性19.9％
女性11.5％

県民健康・栄養調査

がん予防（２次予防）

指標 目標 ベース 現状

胃がん 33.5% 31.9%

肺がん 74.0% 62.2%

大腸がん 48.2% 47.1%

子宮頸がん 42.0% 42.9%

乳がん 47.3% 49.6%

「がんネットふくい」の定期的な情報発信 随時更新 ー 随時更新 福井県調べ

胃がん 81.4% 84.3%

肺がん 76.0% 71.0%

大腸がん 71.6% 69.3%

子宮頸がん 76.1% 80.9%

乳がん 90.4% 92.8%

精度管理・事業評価を実施し、科学的根拠
に基づくがん検診を実施する市町

17市町 17市町 17市町
国立がん研究セ
ンターによる精度
管理調査

がん種別に偽陰性例の検証を行い、検診
の精度管理（評価）を実施

5がん検診で
実施

5がん検診で実
施

5がん検診で
実施

福井県がん登録

がん医療の充実

指標 目標 ベース 現状

拠点病院における多職種が参加するキャン
サーボード開催回数の増加

20件/月以上 19件/月 12件/月 福井県調べ

すべての拠点病院にチーム医療の体制を
整備

機能強化
全拠点病院で整
備

全拠点病院で
整備、機能強
化

拠点病院現況報告

セカンドオピニオン件数の増加（拠点病院） 100件/年以上 68件/年 94件/年 拠点病院現況報告

第３次
（H30～R5） 出典

第３次
（H30～R5） 出典

第３次
（H30～R5） 出典

各がんごとのがん検診受診率

県独自調査
50%

各がん精密検査の受診率

地域保健・健康増
進事業90%
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がん医療の充実

指標 目標 ベース 現状

医科歯科連携研修会の開催
新たな従事者
を対象に年1回
以上

年5回 年1回 県歯科医師会

院内外での医科歯科連携の実施
全拠点病院で
実施

4拠点病院 4拠点病院 県歯科医師会

治療が始まる前に、ほかの医師の意見を聞
くセカンドオピニオンを受けられることにつ
いて担当医から「説明があった」と回答した
ものの割合

増加 39.6% 31.9%
国立がん研究セ
ンターによる患者
体験調査

これまで受けた治療に「納得している」「や
や納得している」と回答したものの割合

増加 93.1% 81.8%
国立がん研究セ
ンターによる患者
体験調査

医師 51人 86人

看護師 26人 29人

薬剤師 7人 7人

放射線治療技師 21人 22人

薬物療法専門医 2人育成 7人 3人育成

病理専門医 3人育成 13人 2人育成

放射線治療専門医 2人育成 14人 2人育成

陽子線がん治療センター利用者数の増加 180人/年 123人 219人 福井県調べ

福井大学医学部附属病院に小児がん患者
をサポートする専門職の配置

HPS1人以上 未整備 ２人配置 福井県調べ

長期フォローアップ外来の設置 1か所以上 未整備 1か所設置 福井県調べ

（40歳未満の方に）
最初のがん治療が開始される前に、その治
療による不妊への影響について医師から説
明を受けたと回答したものの割合

増加 64.6% 72.3%
国立がん研究セ
ンターによる患者
体験調査

拠点病院以外で院内がん登録を行う医療
機関の増加

5医療機関以
上

3医療機関 3医療機関 福井県調べ

拠点病院におけるがんに関する認定医、認定看護師など専門の認定資格をもった医療従事者
の増加

拠点病院現況報告

1割増

薬物療法専門医、病理専門医の増加

福井県調べ

第３次
（H30～R5） 出典
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がん医療の充実

指標 目標 ベース 現状

県がん登録の精度向上

DCN3％以下
DCO1％以下
M/I比　0.3程
度

DCN3.55％
DCO1.16％
M/I比　0.39

DCI：2.44％
DCO:0.96％
M/I比0.34

福井県がん登録

県がん登録報告書の即時性の向上（3年以
内の公表）

3年以内に公
表

H25罹患
H29.6公表

R1集計を
R5.3に公表

福井県がん登録

がん登録データを活用した研究等を行い、
がん対策事業に活用

・偽陰性例の検
証
・市町別がん罹
患等の分析
・進行度生存率
・世代別の治療
状況等を分析

福井県がん登録

県民に最新のがん情報を提供

福井県がん登
録報告書を
ホームページ
に掲載し、関係
団体等が啓発
チラシの掲載
データとして活
用

福井県がん登録

がん登録データを基にした統計資料をホー
ムぺージ上で取得できる環境を整備

福井県がん登
録報告書（R1
集計まで）を
ホームページ
に掲載

福井県がん登録

すべての拠点病院で院内がん登録データ
の公表

全拠点病院 3拠点病院 全拠点病院 拠点病院現況報告

がん遺伝相談窓口を整備 全拠点病院 1医療機関 全拠点病院 福井県調べ

がんゲノム医療の提供体制を整備（がんゲ
ノム医療連携病院の指定）

1医療機関以上 ー 3医療機関 国の指定

福井県がん登
録データから
統計資料を得
られるホーム
ページの構築

福井県がん登録
報告書をホーム
ページに掲載

第３次
（H30～R5） 出典
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がんとの共生

指標 目標 ベース 現状

拠点病院のがん診療に携わるすべての医
師が緩和ケア研修会を修了

100% 82.5% 88.9%
緩和ケア研修会
実績報告

拠点病院以外で医療機関なども含め、がん
診療に携わるすべての医療従事者が研修
などにより緩和ケアについての基本的な知
識と技術を習得

100人/年
緩和ケア研修修
了者168人

128人
緩和ケア研修会
実績報告

緩和ケアフォローアップ研修会受講者の増
加

100人/年
医師5人
その他24人

医師2人
その他13人

緩和ケア研修会
実績報告

拠点病院以外にも、緩和ケアを提供できる
医療機関の整備と質の向上を図る

各医療圏に1か
所以上

福井坂井０
奥越０
丹南１
嶺南１

福井坂井３
奥越２
丹南２
嶺南３

緩和ケア研修会
実績報告

「①からだの苦痛がある」、「②痛みがあ
る」、「③気持ちがつらい」に「そう思わない」
「あまりそう思わない」と回答したものの割
合

増加
①49.5％
②68.9％
③55.3％

①51.9％
②65.7％
③54.9％

国立がん研究セ
ンターによる患者
体験調査

医療機関で診断や治療を受ける中で患者
として尊重されたと「思う」「やや思う」と回
答した割合

増加 77.9% 80.3%
国立がん研究セ
ンターによる患者
体験調査

拠点病院をはじめとした医療機関の専門医
配置の有無など、がん患者にとってわかり
やすく提示できる体制を整備

毎年発行
（内容充実）

毎年発行 福井県調べ

拠点病院以外にも相談窓口を設置し、患者
や経験者同士の交流の場を整備

1か所以上設置 3か所 福井県調べ

患者とその家族が必要な情報を入手し、適
切な支援を受けられるような相談体制の充
実

全拠点病院 全拠点病院 福井県調べ

リレー・フォー・ライフの継続開催 1回/年 1回/年 福井県調べ

福井県がん情報ポータルサイト「がんネット
ふくい」の充実

内容の充実 随時更新 随時更新 福井県調べ

がんと診断された時、病気のことや療養生
活に関する様々な疑問につて相談できる場
が「あった」と回答したものの割合

増加 66.4% 77.1%
国立がん研究セ
ンターによる患者
体験調査

自分が思うような日常生活を送るのに必要
な情報を得られていると「思う」「やや思う」
と回答したものの割合

増加 72.9% 把握不可
国立がん研究セ
ンターによる患者
体験調査

第３次
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がんとの共生

指標 目標 ベース 現状

これまで受けた支援に「納得している」「や
や納得している」と回答した割合

増加 80.7% 把握不可
国立がん研究セ
ンターによる患者
体験調査

胃がん 50件 46件

肺がん 6件 0件

大腸がん 80件 94件

乳がん 26件 37件

肝がん 0件 0件

がん在宅緩和ケア地域連携パス「やわらぎ
日記」を全県下で運用

全県下で導入 全県下で導入 全県下で導入 福井県調べ

現在自分らしい日常生活を送れていると感
じているに「そう思う」「ややそう思う」と回
答したものの割合

増加 76.6% 67.7%
国立がん研究セ
ンターによる患者
体験調査

全拠点病院で「就職ナビゲーター」による出
張相談窓口の設置

5か所 2か所 全拠点病院 福井県調べ

全拠点病院で「両立支援促進員」による出
張相談窓口の設置

5か所 4か所 全拠点病院 福井県調べ

「がんの治療中に治療と仕事を両方続けら
れるような支援または拝領を職場や仕事上
の関係者から受けたと思うに「そう思う」「や
やそう思う」と回答した割合

増加 70.0% 57.3%
国立がん研究セ
ンターによる患者
体験調査

「周囲の人からがんに対する偏見を感じま
すか」に「よく感じる」「ときどき感じる」と回
答した割合

減少 11.4% 4.8%
国立がん研究セ
ンターによる患者
体験調査

入院中の患者・きょうだい・家族への支援 月1回以上 未整備 月１回以上 福井県調べ

がん教育に携わる教員に対する研修の実
施

全学校の教員 ー 819名 福井県調べ

教育関係者との一層の連携を図り、児童生
徒・保護者に対してがんに関する教育・啓
発を実施（再掲）

小中高等学校
の児童生徒を
対象に教育の
機会を確保（出
前教室の実施）

ー 5回 福井県調べ

5大がん地域連携クリティカルパスの運用件数の増加

がん診療連携拠
点病院協議会
情報・連携部会報
告

増加
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